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【目的】本研究の目的は，地域在住女性高齢者における骨粗鬆症性椎体骨折の受傷状況と

その対応を明らかにすることである。  

 

【方法】整形外科外来で椎体骨折と確定診断を受けた 60 歳以上の地域在住高齢者のうち

本研究に同意が得られた 14 名を対象に，これまでの椎体骨折の状況（各時期，場面，痛

みの種類と部位，その他気になる症状，受傷の受け止め方）と，その対応（受診の有無と

受診に至った理由など）のインタビューを行った。内容は対象者の許可を得て IC レコー

ダーに録音し質的帰納的分析を行った。調査期間は 2024 年 4 月～2025 年 3 月であった。  

 

【結果】  

1．対象者および椎体骨折の状況： 14 名の対象者の属性は全員女性であり，年齢は 71 歳

から 92 歳で平均年齢 83.9 歳であった。椎体骨折数は，一カ所 10 名，複数カ所 4 名であ

った。骨折部位は，第 1 腰椎～第 3 腰椎が各 4 名（19.0％），第 4 腰椎が 3 名(14.3％），

第 12 胸椎が 2 名（9.5％），第 7・第 8・第 11 胸椎，第 5 腰椎が各 1 名（4.8％）であっ

た。 

2．受診に至った椎体骨折の受傷状況とその対応：椎体骨折の受傷要因は，立った高さか

らの転倒に加え，重い物を持つまたは，持ち上げようとする，体の向きを変える際に他の

物に腰部をぶつけるなど軽微な外力が椎体に加わっていた。一方７名の対象者が，「骨は

折れていない」，「いつ骨折したかわからない」や「自然に骨折をした」という認識であり

要因の特定は不確かであった。また，受傷初期には，腰部への違和感や軽度の痛みがあ

り，自宅安静や整体にいくなどの対応をしていた。その後，痛みの増強と共に生活が困難

になってくることで医療機関へ受診する選択をし，その期間は， 3 日から数十日を要して

いた。 

なお，医療機関へ受診をしていない椎体骨折（形態骨折）があったと推測される者は 3

名であった。これら 3 名は，日常生活の中で腰痛や職業性に伴う腰部の違和感を自覚して

いたが，骨折に伴う強い痛みやそれに付随する自覚症状はなく受診には至っていなかっ

た。 

 

【考察】骨粗鬆症性椎体骨折は，骨折の要因と思われるエピソードや自覚症状が不確かで

あることが，医療機関への受診の遅れを助長し，早期治療に至らないことが予測される。

また，これまで高齢者が培ってきた骨折の知識と相違していることや，本人も気づかない

椎体骨折（形態骨折）は、違和感があるものの自覚症状が乏しく医療機関への受診には至

らない。これらより，今後の二次性骨折を引き起こしやすいと考える。  
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